
（3） 令和2年（2020年）11月 ひろしま市議会だより

　市議会ホームページ、フェイスブックを開設しています。〔ホームページ〕https://www.city.hiroshima.lg.jp/site/gikai/　〔フェイスブック〕www.facebook.com/hiroshimashigikai/

・
西
日
本
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興

・
林
業
政
策
の
拡
充

・
安
佐
北
区
の
ま
ち
づ
く
り

・
広
島
市
立
病
院
機
構
の
中
期
計
画
の

変
更

・
環
境
行
政

●
水
野
考

（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
安
佐
南
区
）

・
広
島
城
天
守
閣

・
過
大
規
模
校
に
お
け
る
良
好
な
教
育

環
境
の
確
保

・
祇
園
地
区
周
辺
の
渋
滞

・
地
域
福
祉
関
係
団
体
へ
の
応
援
金
を
通

じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生

●
田
中
勝

（
公
明
党
・
西
区
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

・
平
和
政
策

・
防
災
減
災
対
策

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進

●
佐
々
木
壽
吉

（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
東
区
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
経

済
対
策
等

水野考
自民党・

市民クラブ

佐々木壽吉
自民党・

市民クラブ

田中勝

公明党

問
児
童
数
が
急
増
し
、
施
設
の
狭
さ

が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
祇
園
小
学
校

を
ど
う
認
識
し
、
ど
の
よ
う
に
改
善

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

広
島
の
経
済
悪
化
に
つ
い
て
、中
小・

小
売
り
、
サ
ー
ビ
ス
業
６
０
０
社
に

経
済
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

回
収
率
38
％
で
、
う
ち
経
営
が
苦
し

い
が
85
・
４
％
の
結
果
に
な
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
市
の
金
融
機

関
、
主
に
日
本
政
策
金
融
公
庫
に
対

し
、
迅
速
な
融
資
実
行
や
企
業
の
実

情
に
応
じ
た
配
慮
を
す
る
よ
う
、
改

め
て
要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
が
ど
う
か
。

問
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
目
指

す
べ
き
姿
を
「
低
炭
素
社
会
」
か
ら

「
脱
炭
素
社
会
」
へ
と
前
に
進
め
て

は
ど
う
か
。

問
現
状
、
祇
園
地
区
の
交
通
渋
滞
は

ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
っ
て
い
る
。
こ

の
解
消
の
た
め
に
は
、
西
原
１
丁
目

交
差
点
の
流
れ
を
よ
く
す
る
か
、
長

束
八
木
線
を
南
に
伸
ば
し
て
交
通
を

分
散
さ
せ
る
し
か
な
い
。
こ
う
し
た

対
策
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

問
災
害
時
、
ま
た
は
災
害
が
発
生

す
る
前
に
、
要
配
慮
者
を
よ
り
迅
速

に
輸
送
す
る
た
め
、
介
護
タ
ク
シ
ー

事
業
者
の
よ
う
な
民
間
活
力
を
利
用

し
、
介
護
タ
ク
シ
ー
グ
ル
ー
プ
と
実

効
性
の
あ
る
災
害
時
輸
送
協
定
を
締

結
し
て
は
ど
う
か
。

答
教
室
や
運
動
場
な
ど
施
設
面
で

大
き
な
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
限
ら
れ
た
敷
地

の
中
で
運
動
場
の
有
効
面
積
の
確

保
や
仮
設
教
室
の
解
消
な
ど
に
向

け
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
ハ
ー
ド

整
備
に
は
、
一
定
の
期
間
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
指
定
学
校
変
更

許
可
基
準
の
改
正
の
よ
う
に
、
過

大
規
模
校
の
ク
ラ
ス
増
の
抑

制
や
児
童
の
過
密
緩

和
等
の
ソ
フ
ト
対

策
に
つ
い
て
も
取

り
組
ん
で
い
き
た

い
。

答
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
融
資
に

つ
い
て
は
、
本
市
と
し
て
も
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
起

因
し
た
資
金
繰
り
悪
化
に
よ
り
、

厳
し
い
経
営
が
続
く
事
業
者
の
立

場
に
立
っ
た
対
応
が
行
わ
れ
る
こ

と
が
大
事
だ
と
考
え
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
も
迅
速
な
融
資
の
実
行
や

答
国
は
、最
終
到
達
点
と
し
て「
脱

炭
素
社
会
」
を
掲
げ
、
今
世
紀
後

半
早
期
の
実
現
を
目
指
す
と
い
う

長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て
お

り
、
本
市
に
お
い
て
も
、
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
の
大
幅
削
減
に
向

け
て
、
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今

年
度
改
定
す
る
「
広
島
市
環
境
基

本
計
画
」
に
お
い
て
、
脱
炭
素
社

会
の
構
築
に
取
り
組

む
こ
と
を
示
し
、
市

民
、
事
業
者
の
意
識

を
高
め
、一
体
と
な
っ

て
地
球
温
暖
化
対
策

を
進
め
て
い
き
た
い
。

答
現
在
、
西
原
１
丁
目
交
差
点
付

近
の
交
通
調
査
を
進
め
て
お
り
、

早
期
に
交
通
混
雑
改
善
策
を
取
り

ま
と
め
、
右
折
車
線
の
新
増
設
等

を
実
施
し
た
い
。
ま
た
、
長
束
八

木
線
都
心
部
側
は
、
新
庄
橋
へ
の

接
続
部
分
で
交
通
処
理
上
の
問
題

が
あ
る
た
め
、
整
備
見
通
し
も
立

て
た
上
で
計
画
案
を
示
し
た
い
。

事
業
者
の
実
情
に
応
じ
配
慮
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。
ま

た
、国
は
政
策
金
融
機
関
に
対
し
、

対
応
に
万
全
を
期
す
よ
う
、
累
次

に
わ
た
り
要
請
を
行
っ
て
い
る
。

　

い
ま
だ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
収
束
の
見
通
し
が
つ

か
ず
、
今
後
、
さ
ら
に
事
業
者
の

経
営
状
況
悪
化
も
懸
念
さ
れ
る
状

況
に
お
い
て
、
本
市
の
地
域
経
済

を
支
え
る
中
小
企
業
を
し
っ
か
り

と
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、日
本
政
策
金
融
公
庫
に
対
し
、

迅
速
か
つ
柔
軟

な
融
資
の
実
行

な
ど
に
つ
い
て

改
め
て
要
望
を

行
い
た
い
。

答
本
市
で
は
、
広
島
県
バ
ス
協

会
、
相
互
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組

合
な
ど
と
協
定
を
締
結
し
て
い
る

が
、
要
配
慮
者
の
輸
送
に
は
専
門

的
な
知
識
や
技
術
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、
介
護
タ
ク
シ
ー
グ
ル
ー
プ

と
の
協
定
締
結
は
非
常
に
有
意
義

と
考
え
る
。
今
後
、
関
係
部
局
と

協
議
調
整
を
図
り
な
が
ら
協
定
締

結
に
向
け
準
備
を
進
め
た
い
。

祇
園
小
学
校
の
教
育
環
境

低
炭
素
社
会
か
ら
脱
炭
素
社
会
へ

経
済
向
上
の
た
め
の
施
策

祇
園
地
区
の
渋
滞

介
護
タ
ク
シ
ー
と
の
災
害
時

輸
送
協
定
を

●特定都市再生緊急整備地域
　都市開発事業等を通じて緊急かつ重点的に市街地の整備を推進すべき地
域として、政令で指定する地域を「都市再生緊急整備地域」といい、この「都
市再生緊急整備地域」の内から、都市の国際競争力の強化を図る上で特に有
効な地域として、政令で指定する地域を「特定都市再生緊急整備地域」という。

●有機農業
　化学的に合成された肥料および農薬を使用しないこと、ならびに遺伝子
組み換え技術を利用しないことを基本として、農業生産に由来する環境へ
の負荷をできるだけ低減した農業生産の方法を用いて行われる農業。

●脱炭素社会
　地球温暖化の原因となる炭素（CO₂）などの温室効果ガスの排出を防ぐ
ために、大気中に炭素を排出する化石燃料以外のエネルギーを選択・使用
したり、エネルギーに含まれる炭素を除去したりすることをまとめて「脱炭
素」と呼び、そうした努力によって実現される持続可能な社会を脱炭素社会
という。

本文中に赤表記した用語を解説しています用 語 解 説

市議会ホームページ＞議会中継＞本会議録画中継＞令和２年第６回定例会
または市ホームページ＞■ページ番号でさがす 185804

令和２年第６回定例会一般質問の模様はこちらから！

　 ：議案に対して賛成　　×：議案に対して反対　　 ：採決の際に一部議員反対

令和２年第５回臨時会（７月臨時会）の議案と議決結果など

■令和２年７月 18 日議決分

補
正
予
算
案

80 令和２年度一般会計補正予算（第５号） 質討

原
　
案
　
可
　
決

81 令和２年度中央卸売市場事業特別会計補正予算（第１号）

そ
の
他
の
議
案

82
財産の取得（小学校，中学校，
中等教育学校及び特別支援
学校の教育の用に供するた
めのタブレット端末）

83
財産の取得（小学校及び
中学校の教育の用に供す
るための電子黒板）

決
議
案
15 議員としての政治倫理の遵守に向けての決意を表明する決議案 －

区

分

議
案
番
号

件 名
質
疑

討
論

会派名　（　）内は所属議員数

議
決
結
果

自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
（
14
）

自
民
党
・
保
守
ク
ラ
ブ
（
12
）

公
明
党             

（
８
）

市
政
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
7
）

市
民
連
合  　

     

（
５
）

日
本
共
産
党     

（
５
）

広
島
創
生
ク
ラ
ブ   （
1
）

清
流
ク
ラ
ブ       （
1
）

広
島
新
生
ク
ラ
ブ  （
1
）

※質は議案について質疑があったことを、討は討論があったことを示します。
※議長（自民党・市民クラブ 山田議員）は表決には参加しません。
※議決時の所属会派は 4 面に掲載しています。

※決議案第 15 号は広島創生クラブが欠席

可決した決議
議員としての政治倫理の遵守に向けての決意を表明する決議案

　広島市議会基本条例の第６条には、議員の政治倫理として「議員は、
市民の負託により市政に携わる権能及び職責を有することを深く認
識し、その負託にこたえるため、政治倫理の向上と確立に努めるも
のとする。」となっている。政治倫理とは、公正、公平に行動するた
めに政治家が持たねばならない良識と高潔を基礎とした行動規範で
ある。今回、河井克行衆議院議員と河井案里参議院議員が、公職選
挙法違反（買収）で逮捕・起訴され、この事件に関係する議員につ
いて、連日マスコミ報道されている。議員は公人であり、有権者へ
の説明責任がある。今こそ、自らの政治生命を懸けての十分な説明
を行うべきだと考える。
　しかし、いまだ具体的に説明責任を果たそうという姿勢と反省が
見えない議員がいることにより、市民の政治不信が強まっている。
一体どれだけの議員がこの事件に関わっているのか、現在明らかに
できていない。
　よって、私たち、広島市議会議員は、政治倫理を遵守し、公人と
して市民への説明責任があることを強く認識し行動することにより、
市民からの信頼回復に向けて全力を尽くすことを表明する。
　以上、決議する。

討


